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I.は じめに

青年期は, 自分がそれまで身につけてきたス

キルを見なおし, 自分の意思で自己の行動をコ

ントロールできる存在として,対人関係のスト

ラテジーの再構築を図る時期である (齋藤ら,

1995)。 しかし,現代の青年は,家族形態の変

化やメディアの発達によって他者と直接的に関

わる機会が減少している状況にあり,社会や人

の中で揉まれた経験が少ない。大坊 (2003)は ,

間接的,限定的コミュニケーションによって,

十分な社会性を獲得できず,責任性の希薄な関

係となる可能性を指摘している。

社会的スキルは,対人関係を円滑にするため

に役立つ技能をどれだけ身につけているかを示

すものである。また, 自尊感情は人間の社会的

行動,例 えば他者の表出に対する反応,社会的

参加を規定する重要な要因 (遠藤,1981)と 考

えられている。中谷ら (2006)は ,セルフエス

ティームが高い人ほど姑人コミュニケーション

能力が高いと言っており,セルフエステイーム

が低い学生は対人関係スキルが低く,人間関係

が築きにくいと想定される。

看護は,息者と看護者の対人関係を基盤とし

て行われ,人 と相互作用をもちながら問題を解

洋子・松本亥智江
・平井 由佳

要

看護学生

決していく能力が求められる。このように対人

関係を円滑に図っていく上で聞われる社会的ス

キルやそれに影響をおよぼすとされる自尊感情

は社会の変化を受けて看護学生において変化は

あるのだろうか。これまでにも,看護学生の社

会的スキルに関する研究報告も行われている

(林 ら,2002,野崎ら,2002)。 方法として,実

習を通じての自尊感情の縦断的研究 (原 田ら,

2008)や ,看護学生と他学部の学生のスキル

の違いについての研究 (永 田ら 1992,野崎ら

1999,吉川ら2001)が行われている。

しかし,10年前と比較してといった長い期間

を経て比較したものは見あたらない。10年前と

比較して社会的スキルや自尊感情について,変

化が起こっているのだろうか,調査を行うこと

で学生理解や今後の教育を行う上での示唆が得

られると考える。

Ⅱ.目 的

看護学生の入学年度における社会的スキルお

よび自尊感情について1999年度と10年後の2008

年度を比較し,その変化を明らかにする。

看護学生の社会的スキル,自尊感情の変化

田原 和美・吉川

松岡 文子

10年前と比較して看護学生の社会的スキルや自尊感情について変化があるのか,

1999年度 1年次生と2008年度 1年次生の2群で,和 田 (1992)の ソーシャルスキ

ル尺度改訂版とジャニスとフィールドの自尊感情尺度 (SE測定尺度)日本語版

に改定を加えた遠藤ら (1974)の 尺度を用い比較した。

それぞれの尺度の合計得点,下位尺度ごとの比較において有意差はみられず,

今回の比較では1999年 度と2008年度の看護学生の社会的スキルと自尊感情に変化

はなかった。その理由として,青年期の特性の影響,看護を学ぶ学生の特性,用

いた尺度による影響が考えられた。

概
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1.対象

3年課程看護短期大学の1999年度 1年次生69

名,2008年度 1年次生71名 。

2.調査時期

1999年 6月 ～9月 ,2009年 2月 。調査時期が

4～ 6ケ 月離れたが1999年に行った調査 (吉川

ら,2001)に おいて,学年間での有意差がなかっ

たため,数ヶ月の違いは結果には影響がないと

判断した。

3.測定用具

1)社会的スキルを測るために和田 (1992)

のソーシャルスキル尺度改訂版を使用した。こ

れは関係開始 6項 目,関係維持 4項 目,衝突回

避 3項目,拒否 2項 目の4つの下位尺度で構成

された25項 目からなり,回答は「5:かなりあ

てはまる」,「 4:ややあてはまる」,「 3:どち

らともいえない」,「 2:あ まりあてはまらない」,

「 1:ほ とんどあてはまらない」の5段階である。

得点が高いほどソーシャルスキルが高いことを

示し,得点範囲は25点～125点である。

2)自 尊感情を測るために,ジ ャニスとフィー

ルドの自尊感情尺度 (SE測定尺度)日本語版

に改定を加えた遠藤ら (1974)の尺度を使用し

た。これは, I.他者からの評価を気にする9

項目, Ⅱ.社会場面での不安 6項 目, Ⅲ.劣等

感 4項目,Ⅳ .自 己価値 3項 目4つの下位尺度

で構成された23項 目からなり,回答は「5:非
常にしばしば思う」,「 4:かなりしばしば思う」,

3:と きどき思う」,「 2:た まに思う」, 1:
ほとんど思わない」の5段階である。得点が高

いほど自尊感情が高いことを示す。

4.I分析方法

尺度ごとに各回答者の合計得点を算出し,1999

年度と2008年度における群別の平均値と標準偏

差を算出した。 2群において対応のない t検定

を行った。さらに,下位尺度ごとの平均値と標

準偏差を出した。 2群において対応のない t検

定を行った。いずれも有意確率はP<0.05と した。

分析に使用した統計ソフトはSPSSver.13を

使用した。

5.倫理的配慮

洋子 。松本亥智江・松岡 文子・平井 由佳

1999年度については公表されているものを用

いた (吉川ら,2001)。

2008年度 1年次生に対しては,研究の趣旨を

口頭と文書で説明し,枡究への協力は自由意思

によるものであることを説明した。さらに;以

下の内容を説明した。

・本研究は教育課程に位置づくものではなく,

研究協力の有無によって利益・不利益が生じ

るものではない。

・アンケートは無記名で個人は特定されない。

・アンケート回収は,直接手渡しではなく,提
出場所を設置する。

・データは,施錠できる棚に厳重に保管し,研

究終了後シュレッダーにより廃案する。

・口頭,お よび誌上で発表する際は個人が特定

されないように配慮する。

・アンケートの回収をもって同意が得られたと

する。

Ⅳ.結果

1.社会的スキル

尺度の合計得点の平均値と標準偏差を表 1に

示す。1999年 度は,79.39(SD=7.22),2008

年度は,77.27(SD=8.02)で あった。 2群の

比較の結果,有意差はなかった。

下位尺度の構成とそれぞれの平均値と標準偏

差を表 2に示す。【関係維持】では,1999年 度

20.84(SD=3.35)点 , 2008年 度 2■83(SD

=3.66)点であった。【関係開始】では1999年 度

1■3(SD=3.63), 200841度 9.89(SD=3.66)

であった。 (衝突回避1では,1999年度 9,91(S

D=1.68),2008年度 10,25(SD=1.91)で あった。

【子巨否】では1999年度 6.70(SD=1.38),2008

年度 6.46(SD=1.38)で あった。いずれも有

意差はみられなかった。

質問項目で有意差があったのは,「新しい関

係をつくるために, よく知らない人しかいない

ようなパーテイや会合であっても出かける」の

1項 目で,1998年度平均値2.52,2008年度2.03

と低くなっていた (表 3)。

田原 和美 。吉川

Ⅲ.研究方法
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表 1 社会的スキル 合計得点の平均値と標準偏差
平塑忘 ±標準偏差

合計得,ミ
1999年度 79.39  」三    7.22

2008年度  77.27±   8.02

表 2 社会的スキル 下位尺度ごとの比較
平均点 ± 標準偏差

関係維持

(4.9.18,19.23.24)
1999年度 20,84 ± 3.35

2008年度  21.83±
関係開始
(1.6.′ ′.16)

1999年度  11.03±
20084卜担霊 9,89 ±

衝突回避
(10.15.20)

1999年度 9.91 ±

2008年度  10.25±
拒否
(7.22)

1999年度   6,70±
20084F】王 6.46 ±

0内は構成項ロ イタリック体は逆転項目を示す

表3 社会的スキル 質問項目 1999年度
(n=69)

平均点±標準偏差

248 士

に関して Tさ ず か しし

重要な人生決定、例えば進路選択や職業選択について、友だち自身の考えや気持ちを
玉 その 問題 を切 ら茨

'る

のを援 助 す るこ乙示モぎあξ

~`ン 中″́ ヤ ソ～ 本ヽ 中 ツー  335±   074

&筆
ほ息豊%霊桑乳↑f嘩

になリタ台めた時、たとえ自分が間違つt lrヽたとわかつても素直に

275 ±  102

2008年度
(ni71)

平均点±標準偏差

257 ±  096

a秤
と,関

係雛 るために、よく知らな以 しかいないようなパーティや鉛 であつても出か z判 ± 144

牲
致rし

たくなに とを頼んできた時、たとえその灼 途 人や友だちであっても時 やヽJと言え
3お9士

8新 しい友 だ ちに“本 当の

386 ±  077

つ″aウ蛯■屈う 259 ±

こ時でさえ、私はそのことを回に出して言えない

-249 **

13吾
!｀

に本当の友だちになるには、話の内容をどのよう1こ深めていけば よいのかわからな

つた人 に、自分 を

取 り払 って、友 だ

だちが落ち込んでし

士 二 人 が話 している中 に、私 はうま

ノ(″ち病勇佐姥 /レ Ⅲやを言え

、バ焚ぬミっつ たついてぼ

Z完 錫 妨 陛 該 亮 触

"物
ば ″辮 そこ風憶鶴な誦 Jと疹 F_~び韓 灸

2.自 尊感情

尺度の合計得点の平均値と標準偏差を表 4に

示す。1999年度は76.77(SD=16.44),2008年

度は78.20(SD=14.36)であった。有意差は

みられなかった。

下位尺度の構成とそれぞれの平均値と標準

偏差を表5に示す。【他者からの評価を気にす
る】では,1999年度 29,17(SD=7.50),2008

年度30,28(SD=7.69)で あった。〔社会場面

2a躍
謗 館 雰 進 :そ

の考えに同意しなくても、彼らが妥当な考え方をしている &30± ∈79

2,65 ±  110

319 ±  083

-056

336 ±    098

での不安】では,1999年度 20,17(SD=5.69),

2008年度 19.66(SD=4.88)で あった。〔劣等

感】では1999年度 12.59(SD=3.57),2008年

度 13.23(SD=3.65)で あったも【自己価値】

では1999年度 1年次生11.20(SD=2.64),2008

年度 11,07(SD=2.59)で あった。いずれも有

意差はみられなかった。

質問項目で有意差があったのは,「あなたの

友だちや知り合いの中に,あなたのことをよく

315 ±   110

349 ±    086

296 ±   115

280 ±   106
366 ±   081

342 ±  086

294 ±   133

281 ±   109

むことができる。               252±   130

332 ±  102 324 ±     099

351 ±   084

256 ±   116
348 Jこ     129

385 ±   102
ミできる̂         364 ±

イタリック体は逆転項目を示す  **p(001
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表4 自尊感情 合計得点の平均値 と標準偏差

合計得点
1999年度 76,77 ±   16.44

2008年度  78.20±  14.36

表5 自尊感情 下位尺度ごとの比較 平均点 ± 標準偏差

他者からの評価を気にする 1999年度  29.17 ±  7.50
(9。 10,14.15,17.19,21.22.23)  20084ヨ を支   30.28 ±   7.69

社会場面での不安
(11.12.13.16.18.20)

1999年度  20。 17±  5,69
2008年度  19.66±   4.88

(ク.∂,7) 2008年度  11.07±   2.59

劣等感                1999年 度  12.59±   3.57

&臭
鼻毎氏

J彰餌択 やれな琵捻ど全然本n〕 bた気持戦 在 が 、ど的 功
解 8士

とをま、自分 が他 の 人 々とどのくらいや つてゆけ

血
箸

は あなたの仕事ぶりや成績を審査する立場 こある人の批評をどのも い組 ま

l・ 攀 禁�尊紫婆斃鶴毛磯最新
話し合つている部屋に自分一人で入つていくような場 374 士

12あなたは、人前を気にしたり、はにかみをおはえることかめりま丁か。

L會靴 編鷲 ぞ意日急琵懲係?グ
ループの前でしゃべらなければならないと

k供患参ξ£靡番も了彗亀3万蘇舗 1爛説鰯 獣
思つて 316 ±

h%銭令争魂潔輝富為ζ名れそ
ているか、あるいは磐生とみられているかという252 ±

r・ 2疑を製逮胡で
にされるよ嫁失敗をしでかしたとき、あなたはどのくらい長《

人 に会 つたとき、時 間つ

射翔 毘融邑寵u島t鶴妥乎泉争
合、あなたは自分が相手にどのような印

盟とを雲 ゑ納後お窒詠解柔寄景Fて
いない人がいるかもしれない 319 ±

23.撃鐸
ミあなたのことをどのように考えているかということが、あなたはどのくらし

|三二圭聖 349 ±

逆転項目を示す **p〈 001

0内は構成項ロ イタリック体は逆転項目を示す

表6 自尊感情 質問項目

・盪典鼻£犯
つている大部分の翔動ヒベく って予ヽると感じるようなことは

&寛象勇騎ヽ朧写就
て`潮旦するあま吹何がいつたい価値あるものだろうよ疑いをおぼ

思っていない人がいるかもしれないと考えると

き,あ なたはそのことをどれくらい気にします

か」の 1項 目で1998年度3.12,2008年 度3.62と

高くなっていた (表 6)。

V.考 察

1999年度と2008年度の看護学生の社会的スキ

ル, 自尊感情の合計得点,下位尺度毎の得点に

293 ±  124

357 士

3.61 ±

348 士

296 士

おいて,有意な差はなく明らかな変化は認めな

かった。その理由として,調査対象とした学生

の年代による特性,集団の特性,用いた質問紙

の影響が考えられる。

まず,年代による特性について,看護学生は,

青年期における自我同一性の確立という人間性

の発達途上にある。対人関係を円滑にするため

の技能や他者との比較によって優越感や劣等感

を感じることではなく, 自分自身について「こ

1999年度
(n=69)

平均点±標準偏差

3.61 ±  110

2008年度
(n二 71)

平均点士標準偏差

″M虎麿あるノ(ノ7で 355 ±  114

a鍵
箸務 勢莞γ望瘍 ユ

激` グ ハ功 a柱笏乾 を尊敬の腰をあっξ ,ぎ見

£ュ

が 410 ±  096 080

-07

カ

375 ±   107

344 ±   108

いだと黛じることが、どのくらいありますか。      362 ±  091 394 ±   081

308 ±   135

358 ±  121
つレ】な がつてらか旨信を持つてい支

"七
  355±  099

263 ±   118

こしますか。    316 士

361 ±   102

379 ±   1.08こしたり、はにかみをおぼえることお

325 ±   134

241 ±   127

2,90 ±    104いるとき、あなたはどんなことを話題にしたらよいかについて、困りますか。    290±   126

382 ±   114

301 ±   116に話しをするのが難しいですかぅ      317 ±  1.42
にゝついて、あなたは気にしますか。  3.65±   117 372 ±   123

287 ±   125

314 ±   1.27

362 ±   122
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れでよい」と尊重や価値を評定する程度つまり

自尊感情は揺れ動き,不安定な年代であると考

えられる。青年期のもつ特性の影響が大きく反

映していると言える。原田ら (2008)が看護学

生を対象に臨地実習各期の自尊感情測定におい

ても有意差はみられていない。

また,対人関係を基盤とする職業をめざす学

生集団において,社会的スキルや自尊感情にお

いて一定のレベルをもった者が入学しているこ

とが考えられる。

さらに,今回用いた質問紙が適切なもので

あったのか。社会的スキルや自尊感情を知るた

めに多くの尺度が開発されている。10年前と比

較するために同様の質問紙を用いたが,社会的

スキルや自尊感情を知るうえでより適切な尺度

についても検討していくことが必要である。今

回社会的スキルに和田のソーシャルスキル尺度

(和 田,1992)を 使用した。この尺度は青年期

にある者を対象としており,下位尺度が「関係

開始」「関係維持」「衝突回避」「拒否」で構成

され,他者との関係の開始,維持,終了といっ

た過程に沿っていて, どこに課題があるのかを

つかみやすいと考えたが,信頼性係数がやや低

い (和 田,1992)な ど課題をもっている。他

に社会的スキルとして,KiSS-18(菊 池,1988)

がある。これは包括的な社会的スキルを身につ

けている程度を測定する尺度とされ,尺度の信

頼性係数が高い結果が出ている。研究目的に合

致した尺度選択の考慮が重要である。

Ⅵ.結論

3年課程看護学生で入学年度の学生を対象に

社会的スキル,自尊感情を1999年度,2008年度

の 2群 について比較した。 2群の合計得点,下

位尺度得点の平均値と標準偏差を算出し, t検

定を行った結果,有意差はなかった。その理由

として,青年期の特性の影響,看護を学ぶ学生

の特性,用いた尺度による影響が考えられた。
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